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《史跡の新指定》 １０件 

 

１ 栗
く り

木
き

鉄
て つ

山
ざ ん

跡
あ と

【岩手県気
け

仙
せ ん

郡
ぐ ん

住
す み

田
た

町
ちょう

】 

栗木鉄山跡は、北上高地の南部で、気
け

仙川
せんがわ

水系
すいけい

大股
おおまた

川
がわ

の最上流に接して位置する、近代

の民営製鉄所跡である。近隣は近世から、たたら製鉄が盛んで、他所で高炉
こ う ろ

を営んでいた

熊谷
くまがい

又兵衛
ま た べ え

が栗
くり

木沢
き ざ わ

に明治１３年（１８８０）に高炉を設け、陀
だ

ノ
の

鼻
はな

鉱山から鉄鉱石を採

掘し銑鉄
せんてつ

を生産した。３９年頃からは鋳物
い も の

工場の操業を開始し、４１年には高炉内に送る

空気を加熱するための熱
ねっ

風炉
ぷ う ろ

付き第二高炉を増設した。４３年に地元資本による栗木鉄山

株式会社が発足し、その年から大正２年（１９１３）には、釜石製鉄所の２０分の１とは

いえ、国内民間製鉄所で第三位の銑鉄生産量を上げた。第一次世界大戦中の好景気で絶頂

期を迎えるが、大戦終結後の大正９年に廃業となった。 

発掘調査等では二基の高炉跡、事務所跡、大股川から取水し高炉への送風用
そうふうよう

鞴
ふいご

の動力源

としての水路跡、鋳物工場跡などが検出されている。このうち、第１高炉跡はタタキ土の

炉底
ろ て い

と７段の耐火
た い か

煉瓦
れ ん が

が残っており、第２高炉跡は高炉基壇
き だ ん

、熱風炉跡とその煙突基壇が

検出された。古写真等によれば、両高炉では斜面の上から鉄鉱石や木炭を桟橋
さんばし

を使って投

入した。明治３４年開業の八幡製鉄所が４２年に初めて黒字になったように、釜石
かまいし

田中
た な か

製鉄所
せいてつじょ

以外には大きな民間製鉄所がなかった時代の数少ない製鉄所の遺構として貴重であ

る。 

 

２ 天王山
てんのうやま

遺跡
い せ き

【福島県白河市
しらかわし

】 

天王山遺跡は、阿武隈川左岸の標高４０７ｍの独立丘陵頂上部に立地する弥生時代後期

前半（１世紀頃）の集落遺跡で、天王山式
てんのうやましき

土器
ど き

の標式
ひょうしき

遺跡
い せ き

として著名である。昭和２５年、

開墾中に発見され、開墾と平行して行われた発掘調査により多量の土器と石器、植物質
しょくぶつしつ

遺物
い ぶ つ

（炭化米、炭化クリ、炭化クルミ、炭化木皮、炭化草など）が出土するとともに、土坑
ど こ う

や集
しゅう

石
せき

遺構
い こ う

、焼土
しょうど

遺構
い こ う

などを検出した。出土した多量の土器は、「天王山式土器」として

設定されるなど、東北における弥生時代後期前半の標式遺跡として、その後の研究にも強

い影響を及ぼすことになった。 

 平成２８年から３０年にかけて、白河市が行った発掘調査で、複数の竪穴
たてあな

建物
たてもの

が検出さ

れたことにより、長い間不明であった遺跡の性格が集落であることが明らかになり、弥生

時代後期前半における集落の立地や構造、多量の植物質遺物から想定される生業や食生活

など、当時の社会構造を知る上でも新たな知見を加えることができた。 
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３ 取
と り

掛
か け

西
に し

貝
か い

塚
づ か

【千葉県船
ふ な

橋
ば し

市
し

】 

取掛西貝塚は、東京湾東岸の最奥部に位置する縄文時代早期
そ う き

前葉
ぜんよう

の貝塚を伴う集落であ

る。船橋市教育委員会による発掘調査により東西約３２０ｍ、南北約１００ｍの範囲から

早期前葉に属する竪穴
たてあな

建物
たてもの

５８棟と、ヤマトシジミを主体とする貝層が検出されている。

これらの調査で遺構の分布と変遷が明らかになっただけでなく、狩猟に用いられた石
せき

鏃
ぞく

、

堅果類
けんかるい

の加工に用いられた磨
すり

石
いし

・敲
たたき

石
いし

・石
いし

皿
ざら

といった各種石器と、骨
こつ

針
ばり

や刺突
し と つ

具
ぐ

、貝刃
かいじん

な

どの骨
こっ

角
かく

貝
かい

製品
せいひん

の内容から集落で行われた生業の様子が明らかとなった。また焼けたイノ

シシやシカの頭蓋骨
ずがいこつ

が並べられた状態で出土した竪穴建物からは当時の精神文化の様相を

窺い知ることができる。 

早期前葉の貝塚は全国的にも数が少なく、本遺跡は集落と貝塚の関係がわかる貴重な事

例である。また、東京湾東岸は列島の中でも貝塚が多く密集する地域として知られ、早期

から晩期まで、縄文時代各時期の貝塚が分布しているが、その中でも取掛西貝塚は最古段

階の貝塚を伴う集落であり、地域における貝塚形成の開始期の状況を知る上で欠くことの

できない遺跡である。豊富な出土品から当時の生活の様子を復元することができ、また早

期の精神文化にも迫ることのできる稀有
け う

な遺跡である。 

 

４ 飯盛
いいもり

城跡
じょうあと

【大阪府大
だ い

東
と う

市
し

、四
し

條
じょう

畷
なわて

市
し

】 

飯盛城跡は、戦国時代、畿内
き な い

一円を支配した三好
み よ し

長慶
ながよし

が拠点とした山城跡。標高３１４

ｍの飯盛山
いいもりやま

に築かれ、東西約４００ｍ、南北約７００ｍで西日本有数の規模を誇る。飯盛

城が記録に初めて現れるのは、享禄３年（１５３０）、木沢
き ざ わ

長政
ながまさ

の居城としてである。その

後、安見宗房
や す み む ね ふ さ

の時代を経て、永禄３年（１５６０）、三好長慶が入城した後は、京と畿内を

支配した三好政権の拠点として機能し、連歌
れ ん が

や茶の湯等の当時最先端の文化交流の場とも

なった。飯盛城に関する寺社文書や公家の日記、軍記物等、豊富な史料が残されており、

また、城を訪問したイエズス会宣教師を通じて、ヨーロッパで刊行された文献や地図でも

紹介されている。長慶の死後、養子の義継
よしつぐ

が若江城に居城を移した永禄１２年（１５６９）

頃に城郭の機能を失ったものと考えられる。 

大東市及び四條畷市教育委員会による発掘調査等により、戦国時代末期の城郭
じょうかく

遺構
い こ う

が

良好に遺存し、北エリアの防御空間の曲輪群
くるわぐん

と南エリアの居住空間の曲輪群からなること

や、城の全域に石垣が多用されていたことが確認された。我が国戦国時代末期の畿内を中

心とする政治・軍事の様相や、織
しょく

豊
ほう

系
けい

城郭
じょうかく

の形成過程を知る上で貴重である。 
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５ 條
じょう

ウル神
がみ

古墳
こ ふ ん

【奈良県御所市
ご せ し

】 

  條ウル神古墳は、奈良盆地の南西端、巨勢山
こ せ や ま

丘陵から北へ伸びる支尾根上
し お ね じ ょ う

に位置する古

墳時代後期の巨大な横穴式
よこあなしき

石室
せきしつ

を有する古墳である。その存在は明治時代から知られてい

たが、昭和５８年度の分布調査で史跡巨勢山古墳群を構成する円墳として確認され、その

後の発掘調査により古墳の概要が判明した。古墳は墳長６０～７０ｍで、主軸又は長軸を

北西から南東方向とする前方後円墳又は長方形墳
ちょうほうけいふん

と考えられる。北側墳
ふん

丘
きゅう

の両袖式
りょうそでしき

横穴式
よこあなしき

石室
せきしつ

は全長１５．６ｍ以上、玄室
げんしつ

長７.１ｍ以上、玄室幅２.６ｍ以上、玄室高４．

２ｍで、奈良盆地では同時期の最大の史跡丸山古墳に次ぐものである。細長い長方形の玄

室平面形態から古代氏族巨勢
し ぞ く こ せ

氏
し

を被葬
ひ そ う

者
しゃ

と想定する意見も示されている。 

玄室には、近畿の首長墓に利用された二上山産
にじょうさんさん

白色
はくしょく

凝灰岩製
ぎょうかいがんせい

の刳抜
くりぬき

式家形
しきいえがた

石棺
せっかん

が納め

られ、その棺
かん

蓋
ぶた

には長辺に各３、短辺に各１の特異な配置の縄
なわ

掛
かけ

突起
と っ き

が設けられる。副葬

品には金銅製
こんどうせい

冠
かんむり

、金
こん

銅製
どうせい

空
うつろ

玉
だま

・銀製
ぎんせい

空
うつろ

玉
だま

などが存在し、古墳は６世紀後葉の築造と考

えられる。このように、條ウル神古墳は６世紀後葉に築造された奈良盆地南西部に関係の

深い有力首長の古墳で、ヤマト政権を構成する古代氏族の実態を知る上で重要な古墳であ

る。 

 

６ 伊
い

勢
せ

本
ほ ん

街
か い

道
ど う

【奈良県宇
う

陀
だ

郡
ぐ ん

曽
そ

爾
に

村
む ら

】 

  伊勢本街道は、西国から大和を経てから伊勢神宮に参詣することを目的として、近世を

通じて最も利用された街道である。萩原
はぎはら

（奈良県宇陀市榛原
はいばら

）で伊勢北街道と分かれ、宇

陀郡内を東へ進み、飼坂
かいさか

峠を越えて田丸
た ま る

（三重県玉城
た ま き

町）経由で伊勢に至る。文政１１年

（１８２８）に建立された道標
どうひょう

が残存しており、その銘文には「右いせ本かい道」とある。

江戸時代後期になると、伊勢参詣だけが旅の目的ではなくなったため、遠回りでも難所が

少なく、町場を通る伊勢北街道の需要が高まった。しかし、伊勢本街道は、大小８つの峠

が存在し、難所が多いにもかかわらず、江戸時代を通じて伊勢参詣のための信仰の道とし

て機能した。 

今回指定するのは、伊勢本街道のうち、曽爾村域の山
やま

粕
がす

峠
とうげ

と鞍
くら

取
とり

峠
とうげ

である。いずれも

地道が良好に残されており、山粕峠では、発掘調査で幅１．５ｍ前後の旧道跡が確認され

ている。鞍取峠には峠の入口に「いせみちみきゑ」と刻まれた貞享元年（１６８４）の道

標が残る。この道標は、年紀が判明する奥
おく

宇陀
う だ

地域
ち い き

の道標の中で最も古い。このように、

伊勢本街道は、近世における伊勢信仰及び参詣の様相を明らかにする貴重な遺跡である。 
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７ 久喜
く き

銀山
ぎんざん

遺跡
い せ き

【島根県邑智郡邑南町
おおちぐんおおなんちょう

】 

  久喜銀山遺跡は、中国山地脊梁部
せきりょうぶ

の北斜面に広がる山地帯に立地する、方
ほう

鉛鉱
えんこう

等を産出

した戦国時代から近代にかけての鉱山遺跡である。方鉛鉱にはほとんどのものに少量の銀

を含んでいる。久喜銀山の初見は１６世紀末で、江戸時代には石見銀山と共に天領
てんりょう

となり、

１８世紀初頭には操業は停止した。その後、明治時代には堀家経営の鉱山として活況を呈

したが、明治４２年に製錬
せいれん

を停止した。 

東西３km、南北２km の範囲に、西から久喜
く き

岩屋
い わ や

・床屋
と こ や

・大林
おおばやし

の３つの鉱脈群に１５３６

箇所の採掘跡が確認され、多くが江戸時代以前の露頭
ろ と う

掘
ぼ

りであった。久喜
く き

岩屋
い わ や

鉱脈群
こうみゃくぐん

の南

端の縄手吹所
なわてふきしょ

跡
あと

では１６世紀後半頃の銀の製錬
せいれん

炉
ろ

が検出された。床屋吹所
とこやふきしょ

跡
あと

では銀生産の

工程として焼
やき

竈
がま

→鉛吹
なまりふき

床
どこ

→灰吹
はいふき

→ろかす吹
ふき

床
どこ

が想定され、このうち灰吹を除く各段階の１

７世紀後半頃の遺構が検出された。近代の遺構である久喜製錬所跡では、採掘された鉱石

を乾燥、焙
ばい

焼
しょう

、製錬
せいれん

する遺構が検出された。また、久喜銀山は石見銀山で行われた灰吹法

に必要な鉛を供給したとみられる。 

銀や鉛を産出する鉱山の採掘から製錬までの過程に使用された遺構等の調査例はなく、

久喜銀山遺跡での調査例が初見とみられ、中世から近代における日本の銀生産技術を示す

優れた数少ない遺跡である。 

 

８ 佐田
さ た

谷
だに

・佐田
さ た

峠
だお

墳墓群
ふんぼぐん

【広島県庄原市
しょうばらし

】 

佐田谷・佐田峠墳墓群は、弥生時代 中
ちゅう

期末
き ま つ

から後期前葉（紀元前１世紀～１世紀頃）に

かけて西城
さいじょう

川
がわ

左岸の標高約３００ｍの低丘陵の頂部に築造された、四隅突出型墳
よすみとっしゅつがたふん

丘
きゅう

墓
ぼ

３

基、方形
ほうけい

台状
だいじょう

墓
ぼ

４基、方形
ほうけい

周
しゅう

溝
こう

墓
ぼ

１基の８基からなる墳墓群である。おおよそ東西２５

０ｍの範囲に３群にまとまる形で造られている。 

 弥生時代中期末には古相
こ そ う

の四隅突出型墳丘墓を含む多様な形態の墳墓が、墓坑
ぼ こ う

の掘削・

埋葬
まいそう

と墳
ふん

丘
きゅう

の盛土
も り ど

を繰り返すことで徐々に構築されている。また、墓坑は並列に配置され、

主に在地
ざ い ち

系
けい

の土器が周
しゅう

溝
こう

に据えられる。その後、弥生時代後期初頭以降には墳形は方形
ほうけい

台状
だいじょう

墓
ぼ

が主となり、墳丘の構築後に墳頂部から墓坑が掘り込まれるようになる。また、大

型墓坑を中心に周囲に他の墓坑が配されるなど、明確な中心埋葬がみられるようになる。

それに加えて吉備
き び

系
けい

の土器が使用され、墓坑上に土器が供献されるようになる。 

 以上より、日本列島において首長墓が出現する弥生時代中期から後期にかけて、墳丘築

造と埋葬の関係、埋葬施設の配置、墳墓祭祀の変遷が同一の墳墓群の中で明らかになった

事例であり、地域間関係の展開と有力者集団内の構造の変化の実態を知る上で重要である。 
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９ 弓削
ゆ げ

島
じまの

荘
しょう

遺跡
い せ き

【愛媛県越智郡
お ち ぐ ん

上島
かみじま

町
ちょう

】 

弓削島荘遺跡は、瀬戸内海の芸
げい

予
よ

諸島
しょとう

の東端に位置する上島
かみじま

諸島
しょとう

に属する弓削島及びそ

の北東に浮かぶ百貫
ひゃっかん

島
じま

とその周辺海域からなる、１２～１５世紀に経営された荘園遺跡

である。荘園は平安時代後期に存在し、鎌倉時代前期の延応
えんおう

元年（１２３９）以降は東寺
と う じ

領（教
きょう

王
おう

護国寺
ご こ く じ

（京都市））の荘園となった。「東寺
と う じ

百合
ひゃくごう

文書
もんじょ

」等に関係史料が多数残り、

塩を貢納した荘園として、日本中世史研究上著名である。 

上島町教育委員会が平成２８年度から令和２年度にかけて実施した弓削島荘総合調査に

基づき、荘園に関わる東泉寺
とうせんじ

、高浜
たかはま

八幡
はちまん

神社
じんじゃ

、願成寺
がんじょうじ

、弓削
ゆ げ

神社
じんじゃ

、定光寺
じょうこうじ

、揚
あげ

浜式
はましき

塩田
えんでん

で

あったと考えられる大田林
おおたなばし

の塩浜、及び弓削島の北東に位置し漁業が行われた百貫島とそ

の周辺海域を指定する。文書にみられる塩浜、寺社など荘園時代の痕跡が今も遺存してお

り、中世の荘園の具体的様相を知る上で稀有
け う

な事例であるとともに、瀬戸内海における中

世の製塩業の実態や、瀬戸内海の海上交通を知る上でも重要である。 

 

10 陣
じん

ノ内
の う ち

城跡
じょうあと

【熊本県上益城郡
かみましきぐん

甲佐町
こうさまち

】 

陣ノ内城跡は緑川
みどりかわ

と流域の平野を見下ろす標高約１００ｍの平坦地上に立地する。堀

と堀の内側に沿った土塁
ど る い

が明瞭に残り、その規模は発掘調査で確認されたものを含めると、

東西２１０ｍ以上、南北１９０ｍ以上に及び、北西と南東に虎口
こ ぐ ち

をもつ方形の城跡である

ことが明らかになった。江戸時代中期頃から阿蘇
あ そ

大宮司
だいぐうじ

の館跡と伝えられ、中世の輸入
ゆにゅう

陶磁器
と う じ き

なども出土するが、肥後
ひ ご の

国
くに

内で突出した規模を持つこと、大規模な堀と土塁で構成

される城の構造は、豊臣系大名の城に共通することから、天正１６年(１５８８)に入部し

た小西行長が、阿蘇氏の拠点が置かれた場所に築城したとする見方が示されている。 

肥後国における中世城館の中でも、突出した規模を持つ保存状態が良好な城跡である。

城跡のある場所は水陸交通の要衝であり、文献史料と出土遺物などから長期間にわたって

継続的に利用されたと考えられる。阿蘇氏から豊臣系大名による肥後国支配へと転換する

時期の政治的、社会的状況を考える上でも重要である。 
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《名勝の新指定》 １件 

 

１ 臥
が

龍
りゅう

山荘
さんそう

庭園
ていえん

【愛媛県大洲市
お お ず し

】 

臥龍山荘庭園は大洲の旧城下町東部の外れに位置する。この付近は蛇行しながら北へ流

れる肱
ひじ

川
かわ

が淵
ふち

と瀬
せ

を形成しており、庭園はその淵に面する左岸の崖の上にある。 

臥龍山荘庭園は、新
にい

谷
や

（現・大洲市新谷）出身の貿易商河内
こ う ち

寅
とら

次
じ

郎
ろう

（１８５３～１９０

９）が明治後期に造営したもので、建物と庭園のある崖、その東側にある「蓬莱山
ほうらいさん

」と呼

ばれる島、それらの間にある渓谷「臥
が

龍
りゅう

の淵
ふち

」の３つの部分からなる。崖の上の平場は南

北に細長く、北側に臥
が

龍院
りゅういん

、南端に懸
かけ

造
づくり

の不老
ふ ろ う

庵
あん

などの建築物が造られている。臥龍院

から不老庵までは飛石
とびいし

や延段
のべだん

の園路がのび、不老庵の座敷からは、肱川が大きく方向を変

えて淵をなし、眼下を流れゆく様が見える。蛇行する肱川の向こうには、冨
とみ

士
す

山
やま

、梁
やな

瀬
せ

山
やま

、

亀
かめ

山
やま

等が周りを取り囲むように裾を重ね、壮大な景観が広がる。また、臥龍の淵近辺は人々

の観賞の対象になっており、現在まで大洲を代表する景観の一つであり続けている。 

臥龍山荘庭園は、周辺の景観を大きく取り込んで空間を構成している点が極めて独創的

で、また周辺から見える姿も人々の観賞の対象となっており、芸術上及び観賞上の価値、

日本庭園史における学術上の価値が高い。 

 

《天然記念物の新指定》 １件 

 

１ 葦毛
い も う

湿原
しつげん

【愛知県豊
と よ

橋
は し

市
し

】 

葦毛湿原は、愛知県豊橋市東部の丘陵地に広がる湿原で、土壌が薄く、常に水が地表面

を流れ広がる特徴をもつ湧水
ゆうすい

湿地
し っ ち

であり、国内最大級の面積を誇る。葦毛湿原は、暖
だん

温帯
おんたい

の低
てい

標
ひょう

高
こう

地域にもかかわらず、寒地
か ん ち

系
けい

植物、暖地
だ ん ち

系
けい

植物、大陸系遺存
たいりくけいいぞん

植物が混在する特徴

がある。 

寒地系植物としては、国内での分布の中心が主に東北地方の亜
あ

高山帯
こうざんたい

の湿原であるヌマ

ガヤ、イワショウブ、ミズギク、ミカヅキグサなどが見られ、これらの種は氷期に低地に

進出し湿地に取り残された遺存
い ぞ ん

種
しゅ

である。一方、暖地系植物としては、熱帯アジアが分布

の中心であるミカワシンジュガヤ、ケシンジュガヤといったシンジュガヤ類や日本に自生

する４種すべてのミミカキグサ類などがみられ、大陸系遺存植物としては、日本では阿蘇
あ そ

などの草地に見られるハルリンドウが隔離
か く り

分布している。また、周
しゅう

伊勢湾地域には、この

地域に固有、準固有あるいは隔離
か く り

分布する東海
とうかい

丘 陵
きゅうりょう

要素
よ う そ

植物と呼ばれる植物群があり、
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葦毛湿原は、この植物群の主要な生育環境になっている。ここでは、トウカイコモウセン

ゴケ、ミカワシオガマ、ヒメミミカキグサ、ミカワバイケイソウ、シラタマホシクサ、ク

ロミノニシゴリの６種の生育
せいいく

が確認されている。 

このように、葦毛湿原は、異なる生育
せいいく

環境
かんきょう

由来の植物が混在し、地域固有の植物群が生

育する特異な生態系であり、生態学的、植物地理学的に価値が高い。 

 

《史跡の追加指定及び名称変更》 ３件 

    

１ 志段味
し だ み

古墳群【愛知県名
な

古
ご

屋
や

市
し

】 

白
しら

鳥塚
とりづか

古墳 

尾
お

張
わり

戸
べ

神
じん

社
じゃ

古墳 

中社
なかやしろ

古墳 

南 社
みなみやしろ

古墳 

志段味
し だ み

大塚
おおつか

古墳 

勝手
か っ て

塚
づか

古墳 

白
しろ

鳥
とり

古墳群 

（東谷山
とうごくさん

白鳥
しろとり

古墳に隣接する白鳥５号墳・７号墳を追加指定し、名称を白鳥
しろとり

古墳群 

に変更する） 

濃尾
の う び

平野の東端、東谷山
とうごくさん

の山頂から西麓に、古墳時代前期から終末期にかけてわずかな

途絶期間を挟みながら大型前方後円墳、帆立
ほ た て

貝式
がいしき

古墳、円墳、方墳の規模・墳形が異なる

多数の古墳が築造された古墳群。今回、東谷山
とうごくさん

白鳥
しろとり

古墳に隣接する白鳥５号墳・７号墳を

追加指定し、名称を白鳥
しろとり

古墳群に変更する。 

 

２ 阿波遍路道
あ わ へ ん ろ み ち

【徳島県阿
あ

南
なん

市
し

】 

大日寺
だいにちじ

境内
けいだい

 

   地蔵寺
じ ぞ う じ

境内
けいだい

 

   焼
しょう

山寺
さ ん じ

道
みち

 

一
いちの

宮
みや

道
みち

 

常楽寺
じょうらくじ

境内
けいだい

 

   恩
おん

山寺
ざ ん じ

道
みち
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   立江寺
た つ え じ

道
みち

 

   鶴林寺道
かくりんじみち

 

   鶴
かく

林寺
り ん じ

境
けい

内
だい

 

   太
たい

龍
りゅう

寺
じ

道
みち

 

   かも道
みち

 

   太
たい

龍寺
りゅうじ

境内
けいだい

 

   いわや道
みち

 

   平等寺
びょうどうじ

道
みち

 

   平等寺
びょうどうじ

境内
けいだい

 

   雲
うん

辺寺
ぺ ん じ

道
みち

 

（平等寺
びょうどうじ

境内に向かう平等寺
びょうどうじ

道
みち

及び平等寺
びょうどうじ

境内
けいだい

を加える） 

空海ゆかりの霊場を巡拝する信仰の道。これまでに阿波国（徳島県）分として、札所
ふだしょ

寺

院５箇所、遍路道１０箇所を指定している。今回、第二十二番札所平等寺
びょうどうじ

境内
けいだい

に向かう平

等寺道及び平等寺境内を追加指定する。 

 

３ 土佐
と さ

遍路
へ ん ろ

道
みち

【高知県
こうちけん

土佐市
と さ し

・宿毛市
す く も し

】 

竹林寺
ちくりんじ

道
みち

 

禅師峰寺
ぜ ん じ ぶ じ

道
みち

 

清瀧寺境内
きよたきじけいだい

 

   青
しょう

龍寺
りゅうじ

道
みち

 

   観自在寺道
か んじ ざい じみち

 

（清
きよ

瀧寺
た き じ

境内
けいだい

及び観自在寺
か ん じ ざ い じ

道
みち

を加える） 

空海ゆかりの霊場を巡拝する霊場道。これまでに土佐国（高知県）分として、竹林寺
ちくりんじ

道
みち

、

禅師
ぜ ん じ

峰寺
ぶ じ

道
みち

、青龍寺
しょうりゅうじ

道
みち

を指定している。今回、第三十五番札所
ふだしょ

の清瀧寺
きよたきじ

境内
けいだい

（土佐市）と、

第四十番札所の観自在寺
か ん じ ざ い じ

に向かう道（松尾峠、宿毛市）を追加指定する。 
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《史跡の追加指定及び一部解除》 ２件 

 

１ 銚子
ちょうし

塚
づか

古墳
こ ふ ん

【福岡県糸
い と

島
し ま

市
し

】 

 ４世紀後半に築造された前方後円墳。墳長は９６．５ｍ以上で、玄界灘
げんかいなだ

沿岸で最大級を

なす。埋葬施設は竪穴式
たてあなしき

石室
せきしつ

で、８面の三角
さんかく

縁
ぶち

神
しん

獣
じゅう

鏡
きょう

を含む銅鏡１０面などの豊富な副

葬品が出土するなど重要。後円部側と前方部側面の一部を追加指定するとともに、地番変

更によって生じた指定範囲の錯誤を解消する。 

 

２ 友
と も

枝
え だ

瓦
かわら

窯
か ま

跡
あ と

【福岡県築
ち く

上
じょう

郡
ぐ ん

上
こ う

毛
げ

町
ま ち

】 

 ７世紀末から８世紀初め頃の、花崗岩
かこうがん

の岩盤をトンネル状に刳り抜いた 登
のぼり

窯
がま

が良好な

状態で保存されている。窯跡に付帯する排水施設などを検出した地点を追加指定するとと

もに、地番変更によって生じた指定範囲の錯誤を解消する。 

 

《史跡の追加指定》 １９件 

 

１ 蛇
じゃ

穴山
けつざん

古墳
こ ふ ん

【群馬県前橋市
まえばしし

】 

  ７世紀後半に築造された墳長４４ｍの方
ほう

墳
ふん

。墳
ふん

丘
きゅう

の周囲には周
しゅう

濠
ごう

・周堤
しゅうてい

が、さらに周

堤の外側には外周
がいしゅう

溝
こう

が巡り、総長は８２ｍに及ぶ。終末期古墳としては極めて大型で、精

緻な横穴式
よこあなしき

石室
せきしつ

をもつなど重要。周濠と墳丘の一部を追加指定する。 

 

２  宝
ほ う

塔
と う

山
ざ ん

古
こ

墳
ふ ん

【群馬県前
ま え

橋
ば し

市
し

】 

７世紀中葉に築造された墳長６６ｍの方
ほう

墳
ふん

。墳丘の周囲には周濠が巡り、総長は１０２

ｍに及ぶ。埋葬
まいそう

施設は横穴式
よこあなしき

石室
せきしつ

で、玄室
げんしつ

中央に刳抜式家形
くりぬきしきいえがた

石棺
せっかん

をもつ。終末期
しゅうまつき

古墳とし

ては極めて大型で、精緻な横穴式石室と石棺をもつなど重要。周濠の一部を追加指定する。 

 

３ 浅間山
せんげんやま

古墳
こ ふ ん

【群馬県高崎市
たかさきし

】 

４世紀後半から５世紀初頭に築造された前方後円墳。墳長は１７１ｍで、周囲には内濠
うちぼり

、

周堤
しゅうてい

、外
そと

濠
ぼり

が巡り、その範囲は約３３０ｍに及ぶ。同時期の古墳としては東日本最大規模

を誇る大型前方後円墳として重要。外濠の一部を追加指定する。 
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４ 上野国多胡郡正倉跡
こうずけのくにたごぐんしょうそうあと

【群馬県高
た か

崎
さ き

市
し

】 

和銅
わ ど う

４年（７１１）に建郡された、上野国多胡郡の田
でん

租
そ

や出挙
す い こ

で徴収した稲などを収納

する倉庫群跡。特別史跡多胡
た ご

碑
ひ

の真南約３５０ｍに位置し、発掘調査によれば正倉の創建

は８世紀中頃である。律令国家の税の徴収や地方支配の在り方を考える上で重要。 

 

５ 武蔵国分寺跡
むさしこくぶんじあと

 附東山道武蔵路跡
つ け た り と う さ ん ど う む さ し み ち あ と

【東京都国分寺市
こ く ぶ ん じ し

】 

 奈良時代、聖武天皇が全国に建立した国分寺の一つ。僧寺
そ う じ

跡
あと

・尼寺
に じ

跡
あと

及びその間を南北

に走る東山道
とうさんどう

武蔵
む さ し

路
みち

からなる。現在までに金堂等伽藍
こんどうなどがらん

中枢部の史跡整備が進められている。

今回、伽藍中心から北西の伽藍地と寺院地内西側、寺院地の南辺区画の箇所等を追加指定

する。 

 

６ 橘樹
た ち ば な

官
か ん

衙
が

遺
い

跡
せ き

群
ぐ ん

【神奈川県川崎市
か わ さ き し

】 

古代武蔵国橘樹郡の官衙遺跡。７世紀後半における 評
こおり

の役所の可能性がある建物の出

現から、郡家の成立及び廃絶に至るまでの経過をたどることができる稀有
け う

な遺跡。７～１

０世紀の地方統治拠点の実態とその推移を知る上で重要。今回、条件が整った部分を追加

指定する。 

 

７ 佐渡
さ ど

金銀山
きんぎんざん

遺跡
い せ き

【新潟県佐渡市
さ ど し

】 

近世から近代に稼働した我が国を代表する鉱山遺跡。道遊
どうゆう

の割戸
わ り と

で知られる相川
あいがわ

金銀山
きんぎんざん

、

相川に先んじて開発された鶴子
つ る し

銀山や西三川
にしみかわ

砂金山、さらに北沢
きたざわ

浮遊
ふ ゆ う

選鉱場
せんこうば

や大間港
お お ま こ う

等の

近代関係の施設からなる。今回、沢根から鶴子銀山を経て相川金銀山に至る西五十里道
に し い か り み ち

及

び鶴子
つ る し

道
みち

を追加指定する。 

 

８ 大曲
おおぐる

輪
わ

貝塚
かいづか

【愛知県名
な

古
ご

屋
や

市
し

】 

名古屋市中央部の八事
や ご と

丘 陵 上
きゅうりょうじょう

に立地する縄文時代前期中葉の貝塚。カキ・ハマグリ・

ハイガイを主体とし、前期の鉾
ほこ

ノ
の

木式
き し き

土器、石
せき

鏃
ぞく

や磨製
ま せ い

石
せき

斧
ふ

等の石器のほか、東海では類

例の乏しい板状
ばんじょう

土偶
ど ぐ う

が出土しており、当時の生業と環境、祭祀を知る上で重要。今回、条

件の整った箇所を追加指定する。 

 

 

 



12 

 

９ 近江大津宮錦織遺跡
お う み お お つ の み や に し こ お り い せ き

【滋賀県大
お お

津
つ

市
し

】 

６６７年、中大兄皇子
なかのおおえのおうじ

（天智
て ん じ

天皇）が飛鳥から遷都
せ ん と

し、琵琶湖西岸に営まれた宮跡。６

７２年の壬申の乱で廃絶した。これまでの発掘調査によって、内裏
だ い り

正殿
せいでん

、南門、回廊
かいろう

、塀

等の宮跡中枢部分が見つかっている。今回、内裏
だ い り

南面
なんめん

回廊
かいろう

や内裏
だ い り

正殿
せいでん

東側
ひがしがわ

の地点を追加指

定する。 

 

10 高安千塚古墳群
たかやすせんづかこふんぐん

【大阪府八尾市
や お し

】 

生駒
い こ ま

山系
さんけい

の高安
たかやす

山麓
さんろく

西側斜面周辺に古墳時代後期から終末期に造営された近畿有数の大

型群集墳。古墳群の特徴の変遷から、当時の渡来系集団と地域社会の関係を考える上で重

要。今回、一体的に保護を図るため古墳群西方に立地する前方後円墳の 郡
こおり

川
かわ

西塚
にしづか

古墳を追

加指定する。 

 

11 古市
ふるいち

古墳群
こふんぐん

【大阪府羽曳野市
は び き の し

】 

古室山
こむろやま

古墳
こ ふ ん

 

赤面山
せきめんやま

古墳
こ ふ ん

 

大鳥塚
おおとりづか

古墳
こ ふ ん

 

助太山
すけたやま

古墳
こ ふ ん

 

鍋塚
なべづか

古墳
こ ふ ん

 

城山
しろやま

古墳
こ ふ ん

 

峯ヶ塚
みねがづか

古墳
こ ふ ん

 

墓山
はかやま

古墳
こ ふ ん

 

野中
の な か

古墳
こ ふ ん

 

応
おう

神
じん

天皇
てんのう

陵
りょう

古墳
こ ふ ん

外濠外堤
がいごうがいてい

 

鉢
はち

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

はざみ山
やま

古墳
こ ふ ん

 

青山
あおやま

古墳
こ ふ ん

 

蕃所山
ばんしょやま

古墳
こ ふ ん

 

稲荷塚
いなりづか

古墳
こ ふ ん

 

東山
ひがしやま

古墳
こ ふ ん
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割塚
わりづか

古墳
こ ふ ん

 

唐櫃山
からとやま

古墳
こ ふ ん

 

松川塚
まつかわづか

古墳
こ ふ ん

 

浄元寺
じょうがんじ

山
やま

古墳
こ ふ ん

 

白鳥
はくちょう

陵
りょう

古墳
こ ふ ん

周堤
しゅうてい

 

仲
なかつ

姫
ひめの

命
みこと

陵
りょう

古墳
こ ふ ん

周堤
しゅうてい

 

大阪府の東南部に所在する４世紀後半から６世紀中葉にかけて形成された、巨大前方後

円墳をはじめ小型の円墳・方墳
ほうふん

等で構成され、列島の古墳時代を考える上で重要な古墳群。

今回、墓山
はかやま

古墳と応
おう

神
じん

天皇陵古墳外濠外提
てんのうりょうこふんがいごうがいてい

の一部で条件の整った区域を追加指定する。 

 

12 国府
こ う

遺跡
い せ き

【大阪府藤
ふ じ

井
い

寺
で ら

市
し

】 

 縄文時代の人骨を伴う埋葬地
まいそうち

、弥生時代集落、古代の河内
か わ ち

国府
こ く ふ

関連遺構などが確認され

た複合遺跡。大正６年に京都帝国大学の濱田
は ま だ

耕作
こうさく

により調査される等、学史的にも極めて

重要。今回、遺跡西部の条件が整った部分について追加指定する。 

 

13 藤原
ふじわら

京
きょう

跡
あと

【奈良県橿
かし

原
はら

市
し

】 

朱雀
す ざ く

大路
お お じ

跡
あと

 

左京
さきょう

七条一
しちじょういち

・二坊
に ぼ う

跡
あと

 

右京
うきょう

七条一坊
しちじょういちぼう

跡
あと

 

持
じ

統
とう

天皇
てんのう

８年（６９４）から和銅
わ ど う

３年（７１０）まで営まれた古代の都
と

城跡
じょうあと

。中心にあ

る藤原宮跡は特別史跡となっている。朱雀
す ざ く

大路
お お じ

跡
あと

は宮の正門である朱雀門から南へ延びる

道路跡で、それを境に西側を右京、東側を左京に区分する。今回、左京七条二坊
さきょうしちじょうにぼう

跡
あと

で条件

の整った部分を追加指定する。 

 

14 毛
け

原廃寺
はらはいじ

跡
あと

【奈良県山
やま

辺
べ

郡
ぐん

山
やま

添
ぞえ

村
むら

】 

大和国と伊賀国境付近の山中に立地する大規模寺院跡。笠間
か さ ま

川
がわ

の谷を南に見下ろす緩斜

面に金堂
こんどう

・中門
ちゅうもん

・南門
なんもん

が南北に並び、深い谷を隔てた西側に別院とみられる四面廂
しめんびさし

建物
たてもの

が

みられる。奈良時代前期の寺院造営、山林修行や仏教政策を知る上で重要。今回、条件が

整った箇所を追加指定する。 
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15 和歌山
わ か や ま

城
じょう

【和歌山県和
わ

歌
か

山
やま

市
し

】 

紀
き

の川
かわ

河口部に位置する、紀伊徳川家の居城となった平山城の近世城郭。虎伏
とらふす

山に天守 

を設け、その東に本丸があり、これらの廻りに二の丸、西の丸、砂の丸、南の丸を配置し、

高い石垣と内堀で画する。砂の丸の南に位置する扇の芝の一角を追加指定する。 

 

16 造
つくり

山
や ま

古
こ

墳
ふ ん

 第
だ い

一
い ち

、二
に

、三
さ ん

、四
よ ん

、五
ご

、六
ろ く

古
こ

墳
ふ ん

【岡山県岡山市
おかやまし

】 

５世紀前半に築造された墳長３５０ｍで全国４位の規模となる大型前方後円墳の造山古

墳と、その前方部側に築造された古墳群。第五古墳（千足
せんぞく

古墳）は装飾のある九州系の横

穴式石室をもつ墳長８１ｍの帆立
ほ た て

貝式
がいしき

古墳で、その墳丘と周
しゅう

濠
ごう

の一部を追加指定する。 

 

17 元寇
げんこう

防塁
ぼうるい

【福岡県福岡市
ふくおかし

】 

文永
ぶんえい

１１年（１２７４）のモンゴル襲来後、執権
しっけん

北条
ほうじょう

時宗
ときむね

が建
けん

治
じ

２年（１２７６）に博

多湾一体にわたり、九州の御家人
ご け に ん

に命じて構築させた石
いし

築地
つ い じ

。今回、九州大学箱崎キャン

パス跡地で発見された部分を、石築地跡に隣接した溝状遺構を含めて追加指定する。 

 

18 大友
おおとも

氏
し

遺跡
い せ き

【大分県大分市
おおいたし

】 

戦国時代大友氏の領国支配の拠点となった遺跡。創建段階（１４世紀）の遺構が良好に

遺存し、対外交易の拠点としても機能したことを示す万
まん

寿寺
じ ゅ じ

跡
あと

を追加指定する。 

 

19 阿多
あ た

貝塚
かいづか

【鹿児島県南
みなみ

さつま市
し

】 

薩摩半島西岸に立地する縄文時代前期の貝塚。前期の土器が多量に出土しており、早期

から中期にかけて南九州の土器型式が層
そう

位
い

的
てき

に出土している。貝類をはじめとする

動物遺存体
どうぶついぞんたい

も多く、当時の生業・環境を知る上で重要。今回、条件が整った箇所を追加指

定する。 
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《名勝の追加指定及び名称変更》 １件 

 

１ おくのほそ道
みち

の風景地
ふうけいち

【福井県南条郡
なんじょうぐん

南越前町
みなみえちぜんちょう

】 

草加
そ う か

松原
まつばら

 

ガンマンガ
が ん ま ん が

淵
ふち

（慈雲寺
じ う ん じ

境内
けいだい

） 

八幡宮
はちまんぐう

（那須
な す

神社
じんじゃ

境内
けいだい

） 

殺生石
せっしょうせき

 

遊行
ゆぎょう

柳
やなぎ

（清
し

水
みず

流
なが

るゝの柳
やなぎ

） 

黒塚
くろづか

の岩屋
い わ や

 

武隈
たけくま

の松
まつ

 

つゝじが岡
おか

及び天神
てんじん

の御
み

社
やしろ

 

木
き

の下
した

及び薬師
や く し

堂
どう

 

壺 碑
つぼのいしぶみ

（つぼの石
いし

ぶみ） 

興
おき

井
のい

 

末
すえ

の松山
まつやま

 

籬
まがき

が島
しま

 

金鶏山
きんけいさん

 

高館
たかだち

 

さくら山
やま

 

本合
もとあい

海
かい

 

三崎
み さ き

（大師
だ い し

崎
ざき

） 

象潟
きさかた

及
およ

び汐越
しおこし

 

親
おや

しらず 

有磯海
ありそうみ

 

那谷寺
な た で ら

境内
けいだい

（奇石
き せ き

） 

道明
どうめい

が淵
ふち

（山中
やまなか

の温泉
い で ゆ

） 

湯尾
ゆ の お

峠
とうげ
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けいの明神
みょうじん

（氣比
け ひ

神宮境内） 

大垣
おおがき

船町
ふなまち

川
かわ

湊
みなと

 

 松尾
ま つ お

芭蕉
ばしょう

は『おくのほそ道』の旅で、福井から敦賀
つ る が

に向かう途中で湯
ゆの

尾
お

峠
とうげ

を越えた。現

在も、峠への道や石段、茶屋
ち ゃ や

跡
あと

やその石垣
いしがき

等
など

がよく遺っており、往時
お う じ

の様子を今に伝えて

いることから、湯尾峠を追加指定する。 

 

《天然記念物の追加指定》 １件 

 

１ 石戸
い し と

蒲
かば

ザクラ【埼玉県北本市
きたもとし

】 

 石戸
い し と

蒲
かば

ザクラは、埼玉県北本市に所在する東光寺
とうこうじ

境内
けいだい

にある、古来より著名な桜の巨樹
きょじゅ

である。特殊な種類としても知られており、エドヒガンとヤマザクラの自然
し ぜ ん

雑種
ざっしゅ

とされて

いる。根
こん

系
けい

の保全を目的として、指定地北側の土地を追加指定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


